
対面ヒアリングにおける主な質疑応答 

※対面ヒアリングにおいて事業参加予定者に共有しておくべき内容のみ公表する。なお、別途、回答一覧にて公表されるものは除く。 

 

 

項目 質問・意見 回答 

２履行期間 事業スケジュールはどのような予定か。 仕様書【概要版】で示すように主要業務は、令和７年７月１日からとしてお

り、準備期間は令和７年４月～６月を予定している。 

４参加資格要件 代表企業への条件設定が無いが、どうある

べきと考えているのか。 

本包括委託業務は、仕様書【概要版】で示しているように本市が担っていた

業務も含め多岐に渡る業務を予定している。また、全国的にも事例が少な

く、次の段階として国が示す WPPP への移行などを踏まえ、代表企業につ

いては、各業務を十分に理解し、確実に遂行する技術力、知識・経験を有す

る企業が望ましいと考えている。これらを踏まえ、代表企業への条件設定は

検討していきたい。 

５主な業務内容 各業務で示されている数量は予定数量との

理解で良いか。 

お見込みのとおり。年度によって増減はあると考えている。 

６業務実施体制 総括管理業務について、どのような認識を

持っているか。また、統括管理責任者は代表

企業からの配置とするのか。 

総括管理業務は、他自治体へのヒアリングからも包括委託において最も重

要であり、難易度が高い業務と認識している。そのため、代表企業にて担う

ものとし、総括管理責任者は、代表企業からの配置を予定している。また、

当該責任者に求める条件設定は相応のものを求めていきたい。 

全ての主任技術者及び担当技術者が１時間

以内に現場に到着しないといけないのか。 

全ての技術者に求めるのでは無い。詳細は募集時に示す仕様書に記載す

る。 

 

 

 

 


